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注 1) r韓国の民家研究J.張保雄 ・賀晋薦出版
社.1981年





の原型研究)J .申楽勲 ・悦話堂 ・1983年
5) r朝鮮を知る辞典J .平凡社 ・1986年
6)一般的に建物の場合lま、 “洋館"と呼称
7) r朝鮮民家の家構に就いて」 ・岩槻善之 ・
『朝鮮と建築第3輯 2号』 ・1924年














研究ー 」 ・申策勲 ・1983年








19) r都市型韓屋の類型研究j ・宋寅豪 ・ソウ
ル大学博士論文 ・1990年
































する研究j ・李章求 ・延世大学修論 ・[太
宗実録13・30巻〕の再引用
37) r伝統文化地帯復元 ・整備実施計画(案〉 ー
・ソウル市 ・1990年
38) i朝鮮時代漢陽市街の行廊建築に関する研
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速に増加したので、世祖6年 (1460年)の [経国 あった漢城が商業都市への変化期になったと考え
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域は朝鮮初期と同一 (250.6Km')であるが、人口 庫番、下台(孝経橋の下) ;将校 ・執事 ・軍属、
は大きく変化され、任辰倭乱の翌年 (1593年〉が
















五街) ;経匠、筆洞 ;筆匠、轡縞F付近 ;馬従 ・柄
夫 ・鎗器宣(真鎗製の食品などをつくる職人)、
五江一帯(威品、首在、楊花、黒石〔もと玄石〕、
議長与一帯) ;船夫 ・漁夫 ・船積夫、混説与附近;
製紙業者、昌信洞 ;内侍 ・箆富・・ "のような文
?













































































































































































た総督府は、 19 1 3年以降 1929年までの
1 7年間に5.792.180図的銭2厘を投入し、 21.325 













































実際に実施するための f防空法」第5条7....1 0 
による「時半白内の都市疎開大綱jが発表された
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1)1960年代以降の人口分散施策 ;政府は 1969 
年の“衛星都市建設計画"、 1970年代の“永
東地区開発計画"、 “第3漢江橋 ・ソウル大橋 ・

















































































. 1988. 5 ;ソウル市都市基本計画案

































































































































































































14) i鐘路物語」 ・J.D. Edmonds原著 ・郷土ソ
ウJレ
15) f壬徳淳・前掲論文
16) i都市型韓屋の類型研究」 ・宋寅豪 ・ソウ
ル大学博士論文 ・1990年






21) r印象記 (1892)J .孫禎睦の前掲書から
再引用











28) i伝統文化地帯復元・整備実施計画(案) ~ 
・ソウル市・ 1990年
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いが、 19 1 0年以前から平壌及びソウルなどに
建てられたと思われる。また、材料も伝統的な木
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続柄 直系尊卑属 親戚、姻戚 契約関係
一
































借家として居住 4 +ー 住宅を所有
t=--
家の一部 全体を借り 住宅購入後 全体を使用
を借りる て一部貸す 一部貸す (全体
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図2-4-4 各地域別単独住宅の階数 ・前面通り幅

































































































































































飲食 ・喫茶庖を含んでいるものが 13軒、旅館 ・
料亭が7軒、卸 ・小売庖舗を含んでいるもの 7軒
などの順であった。各建築類型別には、アトリエ
・ギャラリーは 「現代建築 (14軒)J、 「単独住
宅(7軒)J、 「都市型韓屋 (6軒)Jなどを利用

















独住宅(105軒、 11.62%) J は、専用住宅が最も

























ると、 「都市型韓屋J1 3 4軒 (56.78%)、 「単
また、専用庖舗及び併用住宅の利用形態をみる 独住宅J2 9軒 (49.15%)、 「現代建築J5 9 
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v 共同住宅 / c;， 
- / 2_ 口会制限 世帯構成は、長子18歳以上の2世代が最も多
~ / s' c::7 
_l5__~おー 10一一一一」ー 蕊一郎借家 く35軒 (46.05%)であり、長子18歳未満の/・IJ -' ζ3 
SI 3 I 
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2世代が19軒 (25%)、三世代が11軒 (14. 
47%)、非高齢夫婦が5軒 (6.58%)などであっ
た。世帯主の年齢階層別内訳は、 50歳代が最も
多く 27軒 (33.75%)であり、 60歳以上が



















食・喫茶庖 (3軒、 18.75%)、会社員 (2軒、 12.
5%)などであった白
②寛勲j同地域;最近10年の聞に移住してきた世
















高齢 (3軒)もしくは長子 18歳来満の2世代 (3
軒)であった。
世帯主の職業は、専用住宅の場合、卸小売業
(5軒、 33.33%)、無職 (3軒、 20%)、公務員
(3軒、 20%)、管理職 (2軒、 13.33%)の順で
あり、併用住宅及び専用庖舗の場合は、飲食・喫
茶庖 (8軒、 57.14%)、卸小売業 (4軒、 28.57%)
、会社員 (2軒、 14.29%)であった。
③孝悌洞地域，最近10年の間lこ移住してきた世


















4 0歳代には長子 18歳未満の2世代が多い (12
軒、 57.14%)。
世帯主の職業は、専用住宅の場合、卸小売業
(18軒、 33.33%)、会社員 (7軒、 12.96%)、
無職 (12軒、 11.11%)、飲食・喫茶庖 (5軒、
9.26%)関係が多く、併用住宅及び専用庖舗の場






















えた 17軒のうち、 l軒 (5.88%)だけが21-
3 0年の間に移住してきた世帯であり、その他の
すべてが最近 10年の聞に移住してきた世帯であ











27. 27 %)、 30歳代が5軒 (22.73%)であった。
世帯主の職業は、専用住宅の場合、管理職 (3軒、
21. 43%)、無職 (14軒、 21.43%)、卸小売業
-69-
(2軒、 14.29%)、会社員 (2軒、 14.29%)関係
が多く、併用住宅及び専用庖舗の場合は、卸小売


























帯が10軒 (71.43%)、11 -2 0年や21 .






































帯が6軒(75%)であり、 11... 2 0年の聞に移
住してきた世帯が2軒 (25%)などであった。移
住動機は、 “職場あるいは乎供の教育のため"が







3 0歳代が最も多く 5軒 (45.45%)であり、

















小売業 (4軒、 40%)、無職 (2軒、 20%)などで
あった。











4 0歳代が9軒 (50%)であり、 50歳代が6軒
(33.33%)などであった。
世帯主の職業は、専用住宅の場合、ギャラリー
・画廊 (2軒、 50%)、卸小売業 (1軒、 25%)で
あり、併用住宅及び専用庖舗の場合は、ギャ ラリ






2 1 -3 0年の間が3軒 (8.11%)であった。移
住動機をみると、 “資産経営及び投資対象として"







階層は、 50歳代が最も多く 20軒 (38.46%)
であり、 30歳代や40歳代が各々 11軒(21. 
15%)、60議以上が8軒 (15.38%)などであ
った。特に、世帯主の年齢が50歳代には長子





























































































最も多く 6軒 (33.33%)であり、 40歳代や
6 0歳以上が各々 4軒 (22.22%)、30歳代が
3軒 (16.67%)であった。特lこ、世帯主の年齢






















































































1 0軒 (71.43%)が 「都市型韓屋Jの利用世帯







が70軒 (14.08%)、 “政府が強力に介入・ 規
制して、低層の雰囲気を維持する"が65軒(13. 


























率が高いなかで “中層建築 (16軒、19.28%)，. 
を望む比率も比較的高い。また、 “孝悌洞地域"
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図2-4-30 今後都市型韓屋を維持していく上での
問題
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のまま修理しながら維持していく (14軒、 82.35 
-77-
[単位;也事腎] %) " “できるならば韓屋の良さを生かした建築 タイルを継ぐが、内部は現代化する(15軒、 15.





















には、借家 (5軒、 62.5%)、専用庖舗 (4軒、 4.
44%)の世帯が多かった。特に“いまの住宅のま
















ていく (23軒、 2~.47%) "や“外観は韓屋のス
者仮m~
現(m~在






























































































と更新の比率が半々であり (1軒、 50%)、 “寛
勲洞地域"は維持の意志、を持っている比率が若干



























































































































































1 988年までの住宅が占める面積は87 6 5 ha 











































































































































































































































1 992年の 11月4白から 11日までの8日
間、北京市における四合院居住の実態調査を行っ
た。






















































写真3-2-1 類型1(庶民住宅)の典型例〈大経「胡同呂氏宅〉 写真3-2-8 類型1 (庶民住宅〉の典型例 (1¥経「胡同金王府〉
咽島.
古}j r司
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9) rCities in China' Alfred SchinzJ 
GEBRUDER BORNTRAEGER BERLI~ ' STUTTG^RT 
• 1989年
















































































































































































































注 1) i世界のすまい6000年(東洋の都市住居)J 
-三村浩史訳編 ・彰国社・ 1985年 ・を引用要
約したものである。
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」、 「本2階町家J、 「しもたやj、 「貸し町家
(上等貸し家、玄関っき貸し家、しもたや風貸し



























































































































































































































































































































































































図4-2ー14 図4-2-15 図4-2-16 図4-2-17
{f層建築界隈の典型例 低層建築主界隈の典型例 混在界隈の典型例 中高層建築主界隈の典型例
写真4-2-8 低層建築界隈の例 写真4-2-9 低庖建築主界隈の伊i
































G) ~低国新橋町並み調査報告J ・ 京都市都市
計画局 ・1992年























13) iソシュールの思想j ・丸山圭三郎 ・岩波
書庖 ・1981年
14) iソシュールを読む」 ・丸山圭三郎 ・岩波
書庖 .1983年
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図4-3-1 回答者の年齢・所有民係 ・建物用途の
関係
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図4-3-3 年齢 ・家族構成 ・居住居の関係
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っている 「町家の様式でなければ (52軒、 88.41
%) Jや「どちらか言うと町家スタイルの方がよ
い (93軒、 71.54%)J'こ答えた世帯だけではな
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20.05%) J、 「なんとか払えると思う (93軒、






















































































































































































































































































































































① A1Bl A1Ba (A 1 B 3) 
伝統木造様式保存 ・復元
(原型保存、内部空間活用)
② (AaBl) A2Bz AaB3 
伝統様式の活用
(変化形活用、内部空間創作〉










































































すぐれた伝統的都市住宅 (A1B1 A，B2 A2 
B2 A2B3)を保存 ・活用するとともに、この
単位内の建築行為はできるだけ伝統的都市住宅系
の様式 (A2B2 A2Ba A3B2 A3B3)にな
【凡例】 ・ すぐれた伝統的都市住宅 ・伝統的都市住宅(+復元) A，B， AIB2 
口変形活用都市型特屋+継承倉IJ作都市住宅 A2B2 A 2 B 3 
A3B2 A 3 B 3 
0伝統的都市住宅でないもの AoB。
( a) 000・000 単独 .. 界隈形成 00口・ロ00- jn}1J リ
0000000 存在 00口口口口口一
( b) 000・0口O 単独 → 界隈形成 00口・口口O
00口0000 存在 00口口口00
( c ) 00..口00 複数 → 通り形成 00..ロ00
0口000・0 存在 (+復元)0口口0..。
( d) 0口口・・口O 集積 → 通り形成 O口口・園口O
0口・0・口O 存在 (+復元)0口・・・口O
( e) 00口O口00変形 → 界隈形成 00口口口00
0口000口O 集積 0口口口O口O
(f) 0000000 非都市 → 新しい市 0000000 
0000000 住宅系 街地秩序 0000000 
図トト1 伝統的都市住宅 ・街区の整備パターン




















































汎E毒性 r-. ( ¥ ¥ ¥ ¥ ス ¥ 展開を主要な都市政策課題として位置づける先駆
有 レ? ¥ 1 ) I ) 1I ) IV ) V ) VI ) 自治体が登場し始めた。既存ストックをベースに
「保存のための投資Jと「新規開発のための投資J
i九三、 化計 G統的都市住宅のぷ〉 とを調箆することが自治体の文化行政の一環とな
(JLi;iJ) 1 :モデルカルチ ャー型
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t連 tq1)IJ界隈 状況 glJ界p.'1
* r4区絡町家Jの.f担独tf界r;'l' ~ 低府秩序維行界限
• r !¥!-，j;:1各町家Jの"耳1主t'lwm' 玄 {丘中島奇混在界再2
ロ 「町本絡家町j家のj"Eお1よ2述び但fあfl・殿'*路" • ぷ府化』時限



































































































































































































































































































































































































































注 1) rパターン ・ランゲージJ・クリストファ
ー ・アレグザンダー ・鹿島出版会























































町 J.t I 
~F 木~ .。






日=コ I にコ i 山口""11 I ，.".，" I 
1，つ1+ド一寸1+1mH1H~ ""~l lHlHH! 1 
1 '-寸ー -'1 1l_j_J1 1品川口"1 1 1 




















































































































































































( 1 )借家普請木造2階建て((3J、[4].[6]. (13]. 
表7-2-1 建て替え ・改造事例の類型
土地 建物 建物
顎型 所有 用途 指数 建物詣号。。。[1. [~]. [7]. (1] 
2 。。(2]. (8]. (10]. (12). (50) 
3 。 。(6J 
4 ー 。(3). [~) . (91. [13J. {40J. [~2] 
5 。。一 [51] 
6 。 (46]. {O]. [49] 
7 一 (41J. (48). (52]. [53] 
《凡(7IJ) 0 ・…・・変化あり -変化45し
一13 7 -
[42]、[50])、
( 2 )真四角非木造3---4階建て ([7]，[8]， [9]) 
(3 )註車場([10])、




































































































































































































m俗的による f京の考古fi，1< ('15 J )，~ ;I~ と、-2<ilJ老舗の内訳





￥<1;;老舗数 1 440 (平成3年度まで)
年J!.7，lj内訳 昭和43~皮 703 
D[.lJ日60年皮 427 
O:J.f日制作rJ. 9 1 
昭和62i手1st. 9 7 
昭和 63{f./~ 40 
平成元年度 3 2 
平成 2年度 3 4 










.. .lJl 1\: i.!J~ 
図8-1-1京老舗利用建物の分布図
調査表の回収率は9O. 4 %であった。























とした地域に多いが、上京区 ・中京区 ・下京区 ・
東山区のほぼ全域に分布している。 i菓子関連業」


































































































































































































主ft型 I UUi2 n 類型皿
図8ート13老舗の業経別起物外観の演出類型









































'1 、 J~ Il!ii!: i.
~mJÆIl!老級
写実釣毛幼
o 50 100 150 200 250 300 






















































































10 '0 )0 ‘。 ~O 60 10 ・o IJ;) 100 





















































































































































































































































































































第 1節 京都の都心商業地域における伝統的都市住宅 ・街区への建築・都市計画的対応





















































間像の構想慢示を前提として、 ( 1 )用途地域制
(風致、美観地区を含めて)の連問と指定変更、
















































'~{W率{ま 1 60%から 200%の範囲ではどう
か。高さは、 15M程度とする。前面道路斜線は、










































































































4 5 ~ 苦jl&内音3 「ーーーーーーー r---
31M 
100% 2 0 ~1 500% 
回の~ 240% 国の字
R苦笑 近険商業 商業
回 I2 0 ~I 
の I240% 
。15-




































4 5 ~1 ?ー 『ーーーー
2 0 ~I 3 1 ~t
700% 2<0% 500% 
間の字 回の字












































































































































































































































































































































































































































コミュニティ ，---.. ~ .........大工、工務定、殺人、
/ ¥ JO O(/円三~~j~o)/~ トロネージ
自'''--ノ《一一、-f"-ノ 1  
住宅政策との跡な，'(~~的都市長\\ .__fヘ'\ ， 産
による居住保湾 t--- )斗廿 IMIf')山 J ロ..，..日}トタ-( -+-: 包光資源の~IJt包
市 1 乙t戸竪町/¥ j学ーの育成












































































































































































































NO 題 目 発表機関・誌名 発表時期 備考
1 I転出時期別に類型化された出身者の意識調査|日本建築学会近畿支部 I1990年5月 | 共同
からみる地方小都市の定住条件 |研究報告集 NO.30 
2 I地方都市への転入人口がもたらす局地的 |日本建築学会近畿支部 I1990年5月 | 共同
住宅需要の特質 |研究報告集 NO.30 
3 I転出時期別に類型化された地方都市出身者の|日本建築学会学術講演 I1990年10月| 共同
ふるさと回帰意識の構造 -uターン者向け|梗概集
住宅供給施策のあり方を考えるためにー
4 I転出時期別に類型化された地方小都市出身者|日本都市計画学会 I 1990年1月 | 共同
のふるさと回帰意識の構造ー津山市地域住宅|学術研究論文集 NO.25 
計画にみるUターン世帯向け住宅施策の課題
5 I京都の都心部における町家の集積構造に |日本建築学会近畿支部 I1991年5月 | 共同
関する研究 |研究報告集 NO. 31 
(その l 建築分布からみる町家の類型)
6 I京都の都心部における町家の集積構造に |日本建築学会近畿支部 I1991年5月 | 共同
関する研究 |研究報告集 NO.31 
(その2 町家界隈における町並み形態)
7 I京都の都心部における町家の集積構造に関 |日本建築学会近畿支部 I1991年5月 | 共同
する研究(その3 アレグザンダーのパター |研究報告集 NO.31 
ンランゲージの町家界隈デザインへの応用)
8 I京都の都心部における町家の集積構造に !日本建築学会近畿支部 I1991年5月 | 共同
関する研究(その4 居住者 ・営業者の意識 |研究報告集 NO.31 
からみる町家の継承条件)
9 I京都の都心地区における町家 ・町並みの保存|日本建築学会学術講演 I1991年9月 | 共同
と継承に関する研究 |梗概集
(その l 研究の構成と調査分析の手順)
10 I京都の都心地区における町家 ・町並みの保存 |日本建築学会学術講演 I1991年9月 | 共同
と継承に関する研究(その2 ファサード |梗概集
類型からみた京町家の分布特性)
11 I京都の都心地区における町家 ・町並みの保存 |日本建築学会学術講演 I1991年9月 | 共同
と継承に関するする研究〈その3 京町家 |梗概集
界i現における町並み景観形態)





(その4 アレクザンダーのパターンランゲ| 125 1 京老舗の継承性からみた歴史的都心地区の |日本建築学会学術講演| 1992年8月 共同
ージの町家界隈デザインへの応用) 変容に関する研究(その6 町家活用に対す 梗慨集
る老舗経営者の意向)
13 I京都の都心地区における町家 ・町並みの保存 日本建築学会学術講演 1991年9月 共同
と継承lこ関する研究(その5 居住者 ・ 梗概集 126 1 京町家の建て替え 改造事例山デザイン |日本建築学会学術講演 | 1992年8月 共同
営業者の意識からみる町家の継承条件) 創作と町並みに関する研究(その1 町家 梗概集
継承パターンの新たなる試み)
141歴史的都心地区の町並み形成における京老舗 日本建築学会近畿支部 1992年5月 共同
の貢献力に関する研究(その 1 京老舗の 研究報告集 NO. 32 127 1 京町家の建て替え 改造事例山デザイ ン |日本建築学会学術講演| 1992年8月 共同
定義と地域的分布構造) 創作と町並みに関する研究 梗概集
(その2 シミュレーションによる町並み形成
15 I歴史的都心地区の町並み形成における京老舗 日本建築学会近畿支部 l1992年5月 共同 | のデザインガイド)
の貢献力に関する研究(その2 家族の関わ 研究報告集 NO.32 
りからみた京老舗の継承性) 128 1京老舗山都心居住と家業継承の持続生に|日本都市計時 | 1992年10月 共同
関する研究 学術研究論文集 NO.27 
16 I歴史的都心地区の町並み形成における京老舗 日本建築学会近畿支部 1992年間 共同
の貢献力に関する研究(その3 町家活用に 研究報告集 NO.32 29 京老舗における町家の利用演出とイメ ージ |日本都市計画学会 | 1992年10月 共同
対する老舗経営者の意向〉 評価に関する研究 学術研究論文集 NO.27 
17 I京町家の建て替え ・改造事例にみるデザイン 日本建築学会近畿支部 1992年5月 共同 30 京町家の建替え 改造にみるデザイン創作と!日本都市計画学会 | 1992年10月 共同
創作と町並みに関する研究くその 1 町家 研究報告集 NO. 32 町並み形成に関する研究 学術研究論文集 NO.27
継承パターンの新たなる試み)
31 I京都の歴史的都心地区における町家の類型化|日本建築学会論文 1993年4月 共同
18 1京町家の建て替え ・改造事例にみるデザイン 日本建築学会近畿支部| 1992年5月 共同 | | と界隈パターンに関する研究 報告集 採用決定
創作と町並みに関する研究 研究報告集 NO.32 
(その2 シミュレーションによる町並み形成 32 京都の歴史的都心地区における町家居住者 |時築学会論文 審査中 共同
のデザインカ'イド) 営業者の町家維持と継最意向に関する研究 報告集
19 1京老舗の継承と生活パターンの変化に関する 日本家政学会学術講演 1992年5月 共同 33 歴史的都心地区における中小事業所立地の |日本建築学会論文 審査中 共同
研究 ー歴史的都心地区における住まい方に 梗概集 継承性ー京老舗の営業と居住の動向から一 報告集
ついて一
20 I京老舗の継承性からみた歴史的都心地区の |日本建築学会学術講演| 1992年8月
変容に関する研究(そのl 本研究の特徴 梗概集
ならびに京老舗の変動状況)
共同 日 学位論文 ・その他
NO 題 自 発表機関 ・誌名 発表時期 備考
21 I京老舗の継承性からみた歴史的都心地区の |時築学会学術講演| 1992年8月
変容に関する研究(その2 京老舗の地威的 梗概集
共同 34 韓国SEOUL市都心部住居の実状と開発方向に 国民大学大学院 1986年8月
関する研究 修士論文
分布構造)
35 韓国SEOUL市漢江路都市設計 SEOUL特別市 1986年5月 分担
36 !律山市地域住宅計画報告書 日本岡山県津山市 1990年3月 分担
22 I京老舗の継承性から何史的都心地区の |日本建築学会学術講演| 1992年8月 共同
変容に関する研究(その3 京老舗における 梗概集
37 I京13回全国町並みゼ・ミ京都大会報告書 日本全国町並み 1990年6月 分担
保存連盟
38 I時国の 土地公概念関連法律 の立法と展望 日本住宅会議 NO.20 1990年10月 単独
家族の就業と事業の継承について)
23 I京老舗の継承性か山歴史的都心地区の |日本建築学会学術講演| 1992年8月 共同
変容に関する研究(その4 京老舗における 梗概築
職住関係と住宅に住み継ぎ〉
39 歴史的都心地区における町家 ・町並みの 住宅総合研究財団 1991年12月 分担
40 保存と継承の具体策(1、1I) 梗概集 NO.9014 1992年10月 分担
24 I京老舗の継承性から何史柵J雌の |日本建築学会学術講演| 1992年8月 共同
変容に関する研究(その5 京老舗利用建物 梗概集
の類型)
( 2 ) ( 3 ) 




42 I近代建築物の保存と再生 1993年2月 和訳
京都大学学位請求論文
43 I伝統的都市住宅・街区ストックの維持と (工学博士) 1993年3月
更新方策に関する研究
田 国際会議 ・講演
NO 題 自 発表機関・誌名 発表時期 備考 | 
44 伝統的京町家の基本的特質と保存・継承の 日中伝統民家 ・集落 1992年1月 共同
論理 研究シンポジウム 中国・北京
45 京町家の外観類型とその集積からみる 日中伝統民家 ・集落 1992年11月 共同 《韓国・中国の建築・都市計画用語解説 》
町並み形成 研究シンポジウム 中国 ・北京
46 京町家の居住者 ・営業者の利用要求と 日中伝統民家 ・集落 1992年1月 共同
保存・継承の将来条件 研究シンポジウム 中国 ・北京
47 町家保存の都市計画技術とその社会的 日中伝統民家 ・集落 1992年11月 共同
波及効果 研究シンポジウム 中国 ・北京
48 第 12回京都デザイン会議 「美観 ・醜観論J 京都デザイン関連団体 1992年3月 講演
一新 ・建都のデザインを考えるー 協議会 「パネリストJ
W その他
NO 題 目 発表機関 ・誌名 発表時期 備考
49 Comprehensive Improvement projects of 大韓建築学会全国大会 1991年4月 通訳
Innercity Area in the Age of Housing 招請講演会(京都大学
stock 工学部教授三村浩史)
50 Locally Originated Housing and Resident- 京畿大学春期学術大会記 1991年4月 通訳
ial Design Policy 念招請講演会(京都大学
工学部教授三村浩史)
51 SEOUL OLYMPIC選手村 ・記者村国際懸賞設計 SEOUL市 OLYMPIC準備団 1985年
技術審査
( 4 ) 
















































































































































区分 韓 国 日 本 中 国 備考
I 市臆 市役所 市政庁(膳)
2 重要文化財 重要文化財 重点文物
3 非公式 非公式 非官方形制
4 職場 職場 ・仕事場 工作作坊
5 地域景観 町並み 街景 ・街道景観
6 智慧 知恵 智慧
7 笠地 敷地 建築占地
8 建物幅 間口 開閉
9 建物ギッピ 奥行き 進深
10 通風空間 吹き抜け 通風空間
11 プライパシー プライパシー 私密性
12 都資業 卸売り商業 批殻業
13 コミュニティ コミュニティ 社区
14 現代的 ・モダン モダン 現代的
15 社舎構造 社会構造 社会結構
16 施策 施策 賞施方案
17 モデルカルチャー モデルカルチャー 模擬文化
18 一帯(雰囲気まで含む) 界隈 場所及其所具有親類的空間 本文中説明
19 フレーム フレーム 模式
20 尺度 寸法 開閉尺度
21 コルモク 通り 主要道路
22 マクダルンコルモク 路地 家与家之間的狭窄通路
23 チェ 軒 間
24 零細下請 零細下請 零星特包
25 都小買業 卸小売り 小批設業
26 建物 ピjレ 大楼
27 ランドマーク ランドマーク 標誌
28 模型 雛形 藍本
29 連総 r-j 連担界隈 連績 r-j 本文中説明
30 混在 r-j 混在界隈 混和 r..j 本文中説明
31 リズム リズム 韻律
32 番常曾 町内会 街区自治会
33 新規 新規 従新
34 イメージ イメージ 意象或印象・形象
( 7 ) 
35 小質業 小売業
36 房の配置 間取り
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( 1 5) 
て〉<-_)プJてと二こトI~~ ブコ忍ろ上記の事項以外に必要と思われることがあればお聞かせ下さい































































































































( 1 8) 














方との 性別 年齢 事業主 事業主と別の 就業し時々 関わって
続柄 (歳) と同じ 市内 市外 ている 手伝う いない
〈例〉
長男 ⑤ ・女 3S- 同 -⑤ -外 車工 -@ --← 一".‘ 
本人 男 ・女 同 . 斤3 . 外 就 子 必一司"一'・.
男 ・女 同 . 外 ~t . 一 . F 行1 .寸ー 一・、
男 ・女 同
{ . 外 就 . 寸ー . ← -t市 一~.. • 
男 ・女 同 灯1 外 事主 . 手 . { ー'ー・.
男 ・女 同 η1 . 外 ~1 ー . ← 一-r- 一••• 
男 ・女 同 巾 外 平日E . ー- 』ー-r- -・目、
男 ・女 同 庁1 . 外 !j'，{ -ー { 一-r 一・ー
男 ・女 同 斤3 . 外 車工 . 一J・ ‘. 










































































































































(1)建物類型 .1 韓屋 (2)建物構造 1 1 木造
I 2 単独洋厘 I 2 鉄筋コンクリート
I 3 連立住宅 I 3 組積造
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韓屋に住むことに文化的な誇りを感じている一一一一一一_....・H ・. H ・--一ー 1……一一一一一一一一一一一2・
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( 2 7 ) 
(2) r 1 
I 2 
I 3 
I 4 
I 5 
1-6 
